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下記のとおり

　
１．一般競争入札案件
（令和２年９月１日～令和２年11月30日契約締結）

・いずれも低入札となっているが、予定価格はどのように立
てたのか。他社が参考見積書を提出している状況を知り、他
社も応札すると考え、見積書の時より大幅に低い金額で応札
したのではないか。
・予定価格の立て方を検討するべきではないか。機構として
も予定価格が適切か判断する基準を持っておくべきではない
か。

・見積金額と入札金額の差が大きいが理由を聞いたのか。

・類似性のある他の事業を複数持つことで効率化を図り金額
が安くなるというのは、値下げの理由にはならないのではな
いか。

・役務提供の時価を把握するのは難しいと思うが、（物件費
だけでも）赤字になってまで受注する業者の場合、厳しくリ
スクを確認するべき。組織として内部統制の観点から十分、
情報の把握を行うべき。

　

・２社の見積書の各項目の平均値を取って予定価格を
立てた。今回は低い金額を出してきた業者が負けてい
る。アンケート調査は基準価格がなく市場価格を参考
にするのがベストだと考えており、既に多数の発注を
行っているので、今後、多くの見積を集めて分析を
行って参りたい。

・他の事業と一緒に行い効率化に努め、品質を落とさ
ず特段の値下げを行ったとのこと。

・ご指摘の通り、十分、確認・調査の上情報の把握に
努めて参りたい。
　

令和２年度　独立行政法人 労働政策研究・研修機構　第３回契約監視委員会議事概要

開 催 日 及 び 場 所
令和２年12月16日（水）９：00～10：00
開催場所：独立行政法人 労働者健康安全機構会議室

委 員

１．一般競争入札

審 議 対 象 期 間
１．令和２年９月１日～令和２年11月30日に契約締結された案件
２．令和２年12月～令和３年３月に契約締結(予定)の案件

２．不落・不調（随意契約）

【案件１】

資料１　① No.7「WEBモニター調査「働く人の仕事と健康、
管理職の職場マネジメント」に関する調査」の実施に係る業
務委託、②No.8「地下書庫等資料の清掃及びカビ除去作業」
及び③No.9「労働大学校PCのWindows10「機能更新プログラ
ム」アップデート等作業の委託」について

３．競争性のない随意契約

  下記のとおり

回答意見・質問

機構側から、審議案件について契約概要を説明し、全体をご審議いただいた。

委員からの意見・質問、それに
対する回答等

回答

４．一者応札・一者応募

意見・質問

令和２年度第３回契約監視委員会が、令和２年12月16日（水）、労働者健康安全機構会議室において開催さ

れましたので、その議事概要についてお知らせいたします。
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回答意見・質問

３．一者応札・一者応募案件
(令和２年９月１日～令和２年11月30日契約締結）

２．随意契約案件
（令和２年９月１日～令和２年11月30日契約締結）

【案件１】

資料２　 ① No.１「新型コロナウイルス感染拡大等が企業
に及ぼす影響に関するアンケート調査（第２回・10月調査）
実施に係るデータ作成等業務委託契約について

・随意契約の場合、公平性を欠き、恣意的な契約となる恐れ
があるので、最も避けるべきと考える。そのため、一般競争
入札を前提とすることが健全的である。結果として一者応札
になってしまう場合もあろうが、一般競争としての結果論で
致し方ない部分もある。但し、仕様書の入札要件が必要以上
に厳しく設定されているといったことがないよう確認する必
要がある。
・コロナ禍で短期間で調査するため緊急随契にしなければな
らなかったという説明責任を果たすことが必要。

・一般競争入札にした場合、一者応札になる可能性が
あったが、ご指摘の通り、仕様書を見直し、極力、一
般競争入札で対応したい。
　

・複合機という物の値段なので値下げにも限界があるはず。
予定価格と入札金額を比べて低入札であるので説明願いた
い。
・仕様書に新品でも最新機種が出ることが決まっている場合
の扱いも書くべき。
　

・よく調べた上で、次回委員会で説明させて頂く。
・ご指摘の通り、対応する。
　

【案件１】

資料３　No.1「デジタルモノクロ複合機の賃貸借及び保守業
務」について

４．契約事前点検(令和２年９月～令和３年３月予定）  

該当なし
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